
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。

※
◆
は
国
登
録
有
形
文
化
財
、

◎
は
都
指
定
文
化
財
。

◆
国
立
天
文
台
（
大
沢
２
―
２
―

１
）

▽
大
赤
道
儀
室
・
第
一
赤
道
儀

室
・
太
陽
分
光
写
真
儀
室
を
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
公
開
。

▼
直
接
会
場
へ
。

◆
国
際
基
督
教
大
学
泰
山
荘
（
大

沢
３
―
10
―
２
）

▽
高
風
居
・
書
院
・
待
合
・
蔵
・

東
京
文
化
財
ウ
ィ
U
ク
（
東
京

都
教
育
委
員
会
主
催
）
の
公
開
事

業
に
、
市
教
育
委
員
会
、
国
際
基

督
教
大
学
、
文
部
科
学
省
国
立
天

文
台
が
参
加
し
、
公
開
事
業
期
間

の
11
月
３
日
è
〜
９
日
À
に
、
市

内
の
国
登
録
有
形
文
化
財
や
東
京

都
指
定
文
化
財
を
一
斉
公
開
し
ま

す
。
な
お
、
期
間
中
、
ガ
イ
ド
ス

テ
U

シ
ョ
ン
（
三
鷹
図
書
館
本

館
・
大
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

U
）
で
は
都
内
の
公
開
文
化
財
の

車
庫
・
表
門
を
11
月
１
日
—
・
２

日
À
の
み
（
ほ
か
と
公
開
日
が
異

な
り
ま
す
）
の
午
前
９
時
〜
午
後

３
時
公
開
。

▼
直
接
会
場
へ
（
大
学
内
の
教
育

区
域
、
個
人
住
宅
域
、
雑
木
林
へ

は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
）。

◎
「
武
蔵
野
（
野
川
流
域
）
の
水

車
経
営
農
家
」
（
大
沢
６
―
10
―

15
）

▼
事
前
に
X

ま
ち
づ
く
り
三
鷹
ò

40
―
９
６
６
９
へ
申
し
込
む
（
日

曜
日
は
、
10
人
以
上
の
団
体
を
除

き
予
約
不
要
）。

※
通
常
は
毎
週
土
・
日
曜
日
が

公
開
日
で
す
。

◎
出
山
横
穴
墓
群
第
８
号
墓
（
大

沢
二
丁
目
・
大
沢
の
里
自
然
観
察

路
内
）

▽
11
月
５
日
Œ
を
除
く
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時
公
開
。

▼
15
人
以
上
の
団
体
見
学
の
場
合

は
、
事
前
に
X

ま
ち
づ
く
り
三
鷹

ò
40
―
９
６
６
９
へ
申
し
込
む

と
、
三
鷹
市
遺
跡
調
査
会
に
よ
る

解
説
の
予
約
が
で
き
ま
す
。

◎
出
山
遺
跡
出
土
注
口
土
器
（
新

川
３
―
７
―
９
三
鷹
市
遺
跡
調
査

会
展
示
室
）

▽
11
月
３
日
è
〜
７
日
–
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
30
分
公
開
。

▼
同
調
査
会
ò
48
―
９
４
５
４
へ

申
し
込
む
。

市
立
図
書
館
で
は
、
市
民
生

活
に
密
着
し
た
図
書
館
を
め
ざ

し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
読
書
週
間
」
の
10
月
28
日
Õ

〜
11
月
９
日
À
は
、
各
館
で
テ

U
マ
図
書
の
展
示
・
貸
し
出
し

を
す
る
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
を
開
催
し
ま
す
（
別
表
）。

▼
い
ず
れ
も
当
日
、
直
接
会
場

へ
。∞

三
鷹
図
書
館
本
館
ò
43
―

９
１
５
１
・
東
部
図
書
館
ò
49

―
３
８
５
１
・
西
部
図
書
館
ò

33
―
１
３
１
１
・
三
鷹
駅
前
図

書
館
ò
71
―
０
０
３
５

▽
fl
「
世
界
の
『
ト
ッ
プ
・
ガ
U

ル
ズ
』
の
一
人
と
し
て
の
後
深
草

院
二
条
」
（
国
際
基
督
教
大
学
教

授
・
ク
リ
ス
テ
バ
・
ツ
ベ
タ
ナ
さ

ん
）
＝
10
月
25
日
—
、
‡
「
身
近

な
と
こ
ろ
か
ら
考
え
る
ジ
ェ
ン
ダ

U

」
（
弁
護
士
・
中
島
通
子
さ

ん
）
＝
11
月
１
日
—
、
·
「
言
語

と
ジ
ェ
ン
ダ
U
、
変
異
理
論
の
ア

プ
ロ
U
チ
」
（
国
際
基
督
教
大
学

準
教
授
・
日
比
谷
潤
子
さ
ん
）
＝

11
月
８
日
—
、
‚
「
男
と
女
、
性

の
常
識
を
再
考
す
る
」
（
文
筆

家
・
蔦
森
か
お
り
さ
ん
）
＝
11
月

15
日
—
。
い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜

４
時
、
国
際
基
督
教
大
学
理
学
館

Ｎ
―
220
号
教
室
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

∞
生
涯
学
習
課
ò
内
線
３
３
１

６

筑
摩
書
房
・
三
鷹
市
共
催
。

◆
当
選
作

１
篇
（
ほ
か
に
優
秀

作
が
選
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
）

◆
発
表

選
考
結
果
は
平
成
16
年

４
〜
５
月
に
発
表
。
当
選
作
品
、

優
秀
作
品
、
最
終
候
補
作
品
は

「
太
宰
治
賞
２
０
０
４
」（
平
成
16

年
５
月
〜
６
月
に
筑
摩
書
房
か
ら

刊
行
）
に
掲
載
予
定
。
当
選
者
に

は
正
賞
（
記
念
品
）
・
副
賞
（
100

万
円
）
贈
呈
。

◆
選
考
委
員
（
敬
称
略
）

高
井

有
一
／
柴
田
翔
／
加
藤
典
洋
／
小

川
洋
子

※
今
回
か
ら
選
考
委
員
の
お
一

人
が
、
吉
村
昭
氏
か
ら
小
川
洋
子

氏
に
変
わ
り
ま
す
。

◆
応
募
規
定

fl
未
発
表
小
説
に

限
り
ま
す
。
‡
枚
数
は
400
字
詰
原

稿
用
紙
50
〜
300
枚
。
·
応
募
作
品

は
１
人
１
〜
２
編
。

◆
送
り
先

「
〒
111
―
８
７
５
５

台
東
区
蔵
前
２
―
５
―
３
筑
摩
書

房
内
太
宰
治
賞
係
」

※
当
選
作
品
の
出
版
権
お
よ
び

映
画
・
テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
化
な
ど

の
権
利
は
、
筑
摩
書
房
に
帰
属
し

ま
す
。

く
わ
し
く
は
筑
摩
書
房
太
宰
治

賞
事
務
局
ò
03
―
５
６
８
７
―
２

６
７
１
へ
。

三
鷹
市
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

主
催
。
10
月
28
日
Õ
・
29
日
Œ
、

三
鷹
駅
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

U
で
開
催
。

◆
講
演
会
「
わ
か
り
や
す
い
介
護

保
険
の
は
な
し
」

制
度
の
基
本

的
な
説
明
か
ら
実
際
に
利
用
す
る

と
き
の
手
続
き
方
法
な
ど
に
つ
い

て
、
こ
れ
か
ら
介
護
保
険
制
度
を

利
用
す
る
方
に
も
わ
か
り
や
す
く

お
話
し
し
ま
す
。
利
用
者
の
体
験

談
も
あ
り
ま
す
。

▽
10
月
29
日
Œ
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
、
地
下
１
階
大
会
議
室
で
。

講
師
は
市
高
齢
者
支
援
室
課
長
補

佐
。
体
験
談
は
上
連
雀
婦
人
会
会

長
の
新
明
美
恵
子
さ
ん
。

◆
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

各
婦
人
会

に
よ
る
上
演
会
。

▽
10
月
29
日
Œ
午
後
３
時
15
分
〜

４
時
30
分
、
地
下
１
階
大
会
議
室

で
。

◆
作
品
展
示
会

各
婦
人
会
員
に

よ
る
手
芸
、
書
道
な
ど
の
作
品
展

示
。

▽
10
月
28
日
Õ
・
29
日
Œ
午
前
11

時
〜
午
後
４
時
30
分
、
１
階
ロ
ビ

U
で
。

▼
い
ず
れ
も
当
日
、直
接
会
場
へ
。

∞
企
画
経
営
室
平
和
・
女
性
・

国
際
化
推
進
係
ò
内
線
２
１
１
５

２００３・１０・１９�　読書週間　市民文化祭 広報

第50回三鷹市市民文化祭
10月26日À～11月30日À

三鷹市・三鷹市教育委員会・三鷹市芸術文化協
会主催。
今年は、同文化祭50周年と三鷹市芸術文化協会

30周年記念にあたり、姉妹都市（矢吹町・龍野
市・三鷹市）の交流作品展と芸能大会もあります。
「三鷹の芸術」に触れてみませんか。みなさんの
ご来場をお待ちしています
≥生涯学習課ò内線3316・三鷹市芸術文化協会

（社会教育会館内）ò49―2521

婦
人
文
化
祭

10
月
28
日
Õ
・
29
日
Œ

三
鷹
駅
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
U

平
成
15
年
度

読書週間の行事

三鷹
駅前

図書
館名

西部

東部

本館

テーマ図書「小説家のエッセイ・随筆」
11月２日(日)午後２時　郷土史講座「玉川上水・歴史探訪～武蔵野台地

を拓いた水と緑の上水路」
10月29日(水)午後３時　おはなし会「ネコの家に行った女の子」ほか
11月５日(水)午後３時　おはなし会「エプロンシアター おおきなかぶ」

ほか

テーマ図書「秋の夜長に～読書で涙する～」「あかちゃんと絵本」
10月29日(水)午後３時　おはなし会「パネルシアター おまたせクッキー」ほか
11月５日(水)午後３時　映画会「おおきなかぶ」（アニメ21分）「あん

じゅとずしおう」（アニメ31分）

テーマ図書「言葉の宝石箱」
11月５日(水)午後３時　～ことばあそび～じゅげむ いえるかな？
　　　　　　　　　　「パネルシアター ぶたたぬききつねねこ」
テーマ図書「幕末のヒーローたち」
11月５日(水)午後３時　工作「紙相撲」自分で作った力士で相撲大会

内　　　　　　容

◆芸術文化センター

・華道・工芸展、写真・書道展　10月29日Œ～11月３日èの午前10時～午後６時（最終
日は４時まで）（華道・工芸展は創作展示室、写真・書道展は星のホール）

・吹奏楽のつどい　11月２日À午前10時30分（風のホール）

・みたか市民合唱コンサート　11月３日è午後１時（風のホール）

・邦楽大会　11月９日À正午（星のホール）

・大正琴の会　11月15日—午後０時30分（風のホール）

・午後のクラシック　11月16日À午後２時（風のホール）

・謡曲・仕舞大会　11月16日À午前10時30分（星のホール）

・今宵をジャズで楽しく　11月22日—午後６時30分（風のホール）

・日本舞踊大会　11月23日è午前11時30分（星のホール）

・三鷹のはやしと和太鼓のつどい　11月24日ï午後１時（星のホール）

・表彰式　11月24日ï午後４時（星のホール）

◆市役所中庭

・菊花展　10月30日œ～11月４日Õの午前９時～午後４時

◆美術ギャラリー

・美術展　10月29日Œ～11月３日èの午前10時～午後６時（最終日は４時まで）
・姉妹都市交流作品展（絵画・写真・書） 11月28日–～30日À午前10時～午後６時

（最終日は５時まで）

◆三鷹市公会堂

・開会式　10月26日À午前10時

・吟詠剣詩舞大会　10月26日À午前10時15分

・民謡大会　11月３日è午前９時30分

・現代日本舞踊の会　11月９日À午前10時30分

・'03洋舞フェスティバル　11月16日À午後５時

・三鷹歌謡音楽祭　11月23日è午前10時30分

・姉妹都市交流芸能大会　11月30日À午後１時

◆みたか井心亭

・秋季茶会　11月３日è午前10時～午後３時

◇席主=第一席（台目席）裏千家・大谷宗久／第二席（立礼席・広間）表千家・安木

明／第三席（南座敷）煎茶黄檗掬泉流・石井玲泉

◇席料=三席のうち二席入れて1,500円（当日会場で）

�くわしくは弓削宅ò43―2704へ。

◆教育センター

・俳句会　11月９日À午後１時（大研修室）

・短歌会　11月９日À午後１時30分（第二中研修室）

※11月9日に行われる国政選挙の影響で、会場が変更になりました。

◆社会教育会館

・囲碁大会　11月16日À午前９時30分

◇クラス別=fl有段者の部Ａ（３段以上）、‡有段者の部Ｂ（初・２段）、·級の部

※参加人員により多少変更を行う場合があります。

�11月７日–までに芸術文化協会ò49―2521へ申し込む（当日申し込み不可）。無料

（昼食希望の方は700円、要予約）。

◆市内文化財めぐり（三鷹市内東部方面）

・錦秋の三鷹市内文化財めぐり　11月23日è午前10時から（雨天決行）

◇集合場所　井の頭公園玉川上水万助橋（グランド入口前）

◇コース　万助橋～松本訓導碑～上水分水場～大盛寺～井の頭弁財天～お茶の水～公園

水門～宮下橋～牟礼神明神社～品川用水路～新川天神前

◇講師　三鷹市文化財めぐりの会会長・高橋豊明さん

�10月20日Ã午前９時30分から、芸術文化協会ò49―2521へ申し込む。先着30人。

くわしくは高橋宅ò45―1374へ。

11
月
３
日
è
〜
９
日
À

ありますか？
好きだといえる１冊が…

10月27日Ã～11月９日Àは「読書週間」

境
の
変
化
や
西
洋
種
と
の
交
配
に

よ
り
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
６
月
に
発
足
し
た

「
み
た
か
紫
草
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
、
三
鷹
に
ゆ
か
り
の
あ
る

こ
の
貴
重
な
植
物
を
広
く
市
民
の

み
な
さ
ん
に
紹
介
し
復
活
さ
せ
よ

う
と
い
う
試
み
で
す
。
こ
れ
ま
で

も
、
８
月
に
中
原
小
で
学
校
や
地

域
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
種
ま
き

を
し
た
の
を
は
じ
め
（
今
後
、
四

小
、
五
小
で
も
予
定
）
、
９
月
に

は
紫
草
の
専
門
家
・
小
野
好
一
さ

ん
を
京
都
か
ら
招
き
、
栽
培
の
コ

ツ
な
ど
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
山

本
有
三
記
念
館
の
庭
園
に
、ま
た
、

江
戸
東
京
た
て
も
の
園
で
、
す
で

に
園
内
で
染
物
用
に
栽
培
さ
れ
て

い
る
藍
の
隣
に
紫
草
の
畑
を
つ
く

っ
て
も
ら
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
種
を
ま
い
て

き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
ま
い
た
種
は
す
く
す

く
と
育
ち
、
地
域
の
方
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
と
の
人
の
輪

「
江
戸
紫
」
で
有
名
な
幻
の
植

物
「
紫
草
」
を
、
そ
の
ゆ
か
り
の

地
・
三
鷹
で
復
活
さ
せ
よ
う
と
い

う
市
民
活
動
「
み
た
か
紫
草
復
活

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（
山
縣
哲
治
会

長
・
会
員
約
100
人
）
が
、
三
鷹
の

森
ジ
ブ
リ
美
術
館
で
も
紫
草
を
育

て
て
も
ら
お
う
と
、
10
月
４
日
、

井
の
頭
公
園
西
園
で
行
わ
れ
た

「
三
鷹
の
森
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

会
場
で
、
美
術
館
担
当
者
に
種
と

木
製
プ
ラ
ン
タ
U
（
中
原
在
住
の

星
野
直
治
さ
ん
が
育
て
た
紫
草
の

鉢
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

江
戸
時
代
、
三
鷹
周
辺
で
染
色

の
原
料
と
し
て
豊
富
に
栽
培
さ
れ

て
い
た
紫
草
は
、
現
在
、
自
然
環

も
広
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
来
年
の

春
、
ジ
ブ
リ
美
術
館
で
も
小
さ
な

白
い
可
愛
ら
し
い
花
が
咲
く
の
が

楽
し
み
で
す
。

◆
「
み
た
か
紫
草
復
活
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
会
員
随
時
募
集
中
　
同
事

務
局
（
三
鷹
商
工
会
内
）
ò
49
―

３
１
１
１
へ
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
紫
草
（
む
ら
さ
き
）

ム
ラ

サ
キ
科
の
多
年
草
。
背
丈
50
B
A

内
外
で
５
月
ご
ろ
か
ら
小
さ
な
白

い
花
を
咲
か
せ
る
。
根
に
紫
色
の

色
素
を
含
み
、
古
代
、
高
貴
な
衣

の
染
料
に
使
わ
れ
た
。
外
傷
、
皮

膚
病
な
ど
の
薬
と
し
て
も
用
い
ら

れ
た
。

「
ジ
ェ
ン
ダ
U
（
社

会
的
、
文
化
的
に
つ

く
ら
れ
た
性
差
）」

国
際
基
督
教
大
学
で
開
催

第
20
回
太
宰
治
賞

応
募
作
品
募
集
中

〜
12
月
10
日
Œ
ま
で

昔
、
染
色
に
使
わ
れ
た
草

を
ご
存
じ
で
す
か

「
み
た
か
紫
草
復
活

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」活
動
中

東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
に

市
内
の
文
化
財
を
一
斉
公
開


